
北海道学校体育研究連盟 定期総会 資料 

 

 

令和４年４月２３日（土） 

１．研究内容について 

 

○釧路支部 研究主題 

 

○研究仮説 

 

 

○研究の視点 

視点１  知識・技能のつながり～９年間のつながりに基づいた指導と評価  
(1) 子供の実態に応じた単元計画の立案 

・９年間のカリキュラムの活用 

  ・子供から見た特性を生かした単元計画 

・技能向上、体力向上につながる準備運動 

(2) 目指す子供の姿の明確化 
      ・どのような子供たちの姿で単元を終えたいかを 

明確にする 

      ・個人の目指す姿、集団（学級・学年）としての 

目指す姿 

   (3) 評価内容の明確化 
・観察の視点・意識するポイントの明確化 

視点 2 思考・判断・表現/主体的な学びへのつながり～必要感の伴う問題場面の設定 

(1) 問題場面との出合い 
     ・問題を実感できる場面を作りだす教師の仕掛け～学び、思考のきっかけ作り 

  (2) 課題の設定と解決方法の選択 
     ・問題場面から、自分たちの課題を設定する（選ぶ） 

    ・課題を解決するための練習方法や場を考える（選ぶ） 

視点 3 学びに向かう力、人間性の涵養/対話的な学びとのつながり～交流場面の工夫 

   (1) 意図のあるグルーピングと役割分担 
・リーダー、技能差、コミュニケーション力等の配慮 

・役割分担とチームミーティング 

  (2) 交流を活性化させるための工夫 
    ・統一した視点～見える化、キーワード化 

・バディシステム～アドバイスタイムの設定 
  (3) チームワークの意識の徹底 
    ・肯定的な雰囲気、支持的風土を醸成する 

 

２．釧路支部の取り組み 

（１）令和３年度活動報告 

日 程 内 容 会 場 備  考 

7 28 
北海道教育大学附属釧路義務教育学校前期課程 

授業力向上セミナー 

附属釧路 

前期課程 
単元：ソフトバレーボール（６年） 

8 4 
北海道教育大学附属釧路義務教育学校後期課程 

授業力向上セミナー 

附属釧路 

後期課程 
単元：体ほぐしの運動（８年） 

10 20 
釧路市学校教育研究会 体育部会 

公開授業 指導案検討 

釧路市立 

春採中学校 
単元：バレーボール（中２年） 

11 2 
釧路町教育委員会研究指定校 

釧路町立富原中学校 公開研究会 

釧路町立 

富原中学校 
単元：バスケットボール（中２年） 

11 4 
釧路市学校教育研究会 体育部会 

公開授業 研究協議 

釧路市立 

春採中学校 
単元：バレーボール（中２年） 

９年間の技能のつながりを明確にしたカリキュラムや子供の実態に応じた単元計画の中
で、必要感の伴った課題を解決する場面を設定し、交流場面に工夫を取り入れることで、
自分なりの運動との関わり方を考え、自ら運動と向き合い夢中になれる子供になるだろう。 

【Ｂ　器械・器具を使っての運動遊び（跳び箱を使った運動遊び）　・　器械運動（跳び箱運動）　切り返し系　】

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 第１学年及び第２学年 第３学年

跳び乗りや跳び下り、手を着いてのまた
ぎ乗りをすること。

基本的な支持跳び越し技をすること。 基本的な支持跳び越し技を安定して行う
とともに、その発展技を行うこと。

切り返し系や回転系の基本的な技を滑ら
かに行うこと、条件を変えた技、発展技を
行うこと。

切り返し系や回転系の基本的な技を滑ら
かに安定して行うこと、条件を変えた技、
発展技を行うこと。

Ｂ　器械・器具を使っての運動遊び Ｂ　器械運動 Ｂ　器械運動 Ｂ　器械運動 Ｂ　器械運動
エ　跳び箱を使った運動遊び ウ　跳び箱運動 ウ　跳び箱運動 エ　跳び箱運動 エ　跳び箱運動
運動遊びを通して，様々な感覚を身につ
ける。

「基本的な技」に取り組み，自己の能力
に適した技ができるようにする。

「基本的な技」に取り組み，自己の能力
に適した技が安定してできるようにすると
ともに，発展技を行なう。

「基本的な技」を滑らかに行うとともに発
展技に挑戦する。

いろいろな技をより滑らかに安定して行う
とともに集団で演技を構成できるようにす
る。

開
脚
跳
び

【基本的な切り返し系の技】
〇安定した開脚跳び
 ・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み
　　　　　　出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　・第1空中局面→上体を腕の振りに
　　　　　　　　　　　合わせて振り込む
　・着手→手を肩よりも前に着く
　　　　　　 両手をそろえて着く
　・第2空中局面
　　　　　　　　→力強く突きはなす
　　　　　　　　→上体を起こしながら、
　　　　　　　　　　着地点を見る
　・着地→膝を軽く曲げて、両足を
　　　　　　そろえる
〇大きな開脚跳び
　・安定した開脚跳び
　　　　　　　＋第１空中局面
　　　→頭を起こし、体が水平になる
　　　　　ように跳ぶ
　　※「ドーーーン，パッ，トン」の
　　　　リズムで跳び越える

【基本的な技】
○開脚跳び
  ・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　・第1空中局面→上体を腕の振りに
　　　　　　　　　　　合わせて振り込む
　・着手→手を肩よりも前に着く
　　　　　　 両手をそろえて着く
　・第2空中局面
　　　　　　　　→力強く突きはなす
　　　　　　　　→上体を起こしながら、
　　　　　　　　　　着地点を見る
　・着地→膝を軽く曲げて、両足を
　　　　　　そろえる

【発展技】
○開脚伸身跳び
  ・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　・第1空中局面→足を床と平行に
　　　　　　　　　　　 なるよう腰を伸ばす
　・着手→手を肩よりも前に着く
　　　　　　　両手をそろえて着く
　・第2空中局面
　　　　→腰を伸ばしたまま強く突き
　　　　　はなす
　　　　→腕を開き上げながら上体を
　　　　　　起こし、着地点を見る
　・着地→膝を軽く曲げて、両足を
　　　　　　そろえる

か
か
え
込
み
跳
び

【基本的な切り返し系の技】
○かかえ込み跳び
　・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　・着手→両手をそろえて着く
　・空中局面
　　　　→足の指を前に向けて跳ぶ
　　　　→膝を胸につけて跳ぶ

　※「ドーーーン，パッ，トン」の
　　　リズムで跳び越える
　
　※スモールステップ
　　①膝で跳び箱の上に乗る
　　②足の裏で跳び箱の上に乗る
　　③手を着いたまま跳び越す

【基本的な技】
○かかえ込み跳び
　・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　　　　　　　　→腰が高く上がるように
　・第1空中局面→上体を前方に振り
　　　　　　　　　　　　込む
　・着手→両手をそろえて着く
　・第2空中局面
　　　　　　　→膝を胸に引きつける
　　　　　　　→突きはなしてから足を
　　　　　　　　抱え込む
　　　　　　  →上体を起こしなが ら、
　　　　　　　　着地点を見る
　・着地→膝を軽く曲げて、両足を
　　　　　　そろえる

【発展技】
○屈伸跳び
　・助走→適度なスピードで
　　　　 →最後の1歩を大きく踏み出す
　・踏み切り→両足をそろえて強く
　　　　　　　→腰が高く上がるように
　・第1空中局面→上体を素早く前方
　　　　　　　　　　　　に振り込む
　・着手→両手をそろえて着く
　　　　　→同時に足先を振り込みな
　　　　　　　がら強く突きはなす
　・第2空中局面
　　　　　→体は曲げたまま
　　　　　→腰を伸ばしながら上体を
　　　　　　　起こして着地点を見る
　・着地→膝を軽く曲げて、両足を
　　　　　　そろえる

中学校

学年

学習指導
要領

内容

目指す姿

切
り
返
し
系

領域

【基本的な切り返し系の技】
〇開脚跳び
　・助走→適度なスピードで
　　　　　　５ｍ程度の助走
　・踏み切り→「バン」と踏み切り，
　　　　　　　　お尻を高くあげる
　・着手→跳び箱の前方に手を
　　　　　　　伸ばす
　・空中局面
　　　   →両手で跳び箱をドンと
　　　　　　押す
　　　　→脚は大きなパーにする
　
　・着地→マットを見ながら，膝を
　　　　　　軽く曲げて，両足をそろ
　　　　　　える
　※「ドン，パッ，トン」のリズムで
　　跳び越える

【発展技】
〇大きな開脚跳び
〇かかえ込み跳び

【跳び箱を使った運動遊び】
〇踏み越し跳び
　・のる
　　　→片足でジャンプして乗る
　　　→足の裏，膝，横向きで乗る
　・おりる
　　　→両手・両足を広げてジャンプ
　　　　する
　　　→体をまっすぐにして下りる
　・ちゃくち
　　　→膝を曲げて音がしないように
　　　　下りる

○またぎ乗り
　・ふみきり
　　　　→両足で「バン」と強く踏む
　・のる
　　　　→お尻で跳び箱に乗る
　　　　→「バン」の後、すぐに脚を
　　　　　「バッ」と開く

○またぎ下り
　　・手でドンと押して着地する
　　　　　　　（ドン・パ）

○馬跳び・タイヤ跳び
　　・脚をしっかり開く
　　・着地はトントン

〇カエル跳び
　　・手の外側に足をつく

〇うさぎ跳び
　　・手の内側に足をつく
    ・床を押し放して立つように

小学校
  小 中 

『自ら運動と向き合い、夢中になれる子供の育成』 

～つながる体育学習～ 



11 19 
北海道教育大学附属義務教育学校 

授業力向上セミナー 合同開催 指導案検討 

附属釧路 

前期課程 

単元：ソフトバレーボール（３年） 

単元：バレーボール（８年） 

12 23 
北海道教育大学附属義務教育学校 

授業力向上セミナー 合同開催 

附属釧路 

前期課程 

単元：ソフトバレーボール（３年） 

単元：バレーボール（８年） 

 
（２）授業を振り返って 
授業者：附属釧路義務教育学校前期課程 中村 謙太 
（ソフトバレーボール：６年生，３年生） 

 ・バレーボールの「キャッチなし」ルールを提案 
 ・バレーボール（ネット型）の入り口としてのルール設定を提案 
 ⇒「キャッチなし」の条件で子供がどのような思考を働かせていくのか，
そこからどのような動きを使いながら解決していくのか，子供の姿を
想定した単元デザインが重要になる。運動の本質的な面白さは何な
のかを再考していく。 

授業者：附属釧路義務教育学校後期課程 山本 勇太 
（体ほぐしの運動，バレーボール：８年生） 

 ・ストレスマネジメントの教材化の提案 
 ⇒ストレスマネジメントの理解が重要となる。何のための取組か、目的と方
法を整理し、自分自身の体と向き合う重要性を子供たちと共有していく
必要がある。 

・バレーボールの系統性を提案 
 ⇒子供たちの発達と経験、そして運動の本質的な面白さに着目した単元
デザインが重要になる。９年間を見据えたカリキュラムデザインを再考し
ていく。 

授業者：釧路町立富原中学校 菅原 大祐 
（バスケットボール：中学２年生） 
・ICT 活用，交流場面の充実＝学びを自覚する授業の提案 
⇒対話を促すタイミングは、子供たちの必要感に応じて行う。ICT を
活用しながら、「キーワード」となる動きの実現を目指したり、必要
に応じて「キーワード」を変容させていったりするなどの教師の関
わりが必要。 

授業者：釧路市立春採中学校 杉山 輝 
（バレーボール：中学２年生） 
・全員参加の授業展開を目指したルール設定を提案 
⇒「キャッチなし」の条件で生まれる子供の動きを想定し、困り感を
解決していくための場をＷ-ＵＰやドリルゲームの中に入れて授業
を構成し、つながりのある一単位時間をデザインしていく。 

 
釧路支部としての成果と課題 
○附属釧路義務教育学校と連携を図り，授業は動画配信，研究協議は Zoom を用いて行うことで部員同
士の交流を図った。コロナ禍でもできることを考え，体育授業について考える機会を設けることがで
きた。 

○Zoom による研究協議は，7/28：申込 39 名，8/4：申込 24名，12/23：申込 57名であった。釧路市・
管内のみならず，道外を含め様々な地域から参加いただくことができた。特に，根室管内との繋がり
が生まれ，道東全域において「体育仲間のつながり」を増やすことができた。 

○釧路にゆかりのある研究者を招き，附属釧路義務教育学校前後期課程合同で授業力向上セミナーを
行った。大きな反響を得たため，今後も継続して取り組んでいきたい内容となった。 

 ●研究部として定期的な部会開催など行うことができなかった。今後は，交流の仕方なども含め「ポス
トコロナ」で取組を充実させていく。 

 
（３）「Google サイト」「Google classroom」を活用した情報交流 

 「Google ｻｲﾄ=釧路体育の部屋」 

学習カードや授業動画，その他，体育に 

関わる情報をメンバーで随時更新中！！ 

 

※釧路の体育研究 

発展に向けて 

アンケート！ 

Google アカウントがあれば、どなたでも視聴可能です！ 

どな 


